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盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い
る
交
通
安
全
啓
発

守
っ
て
安
全
　
交
通
ル
ー
ル

　
本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
マ

イ
カ
ー
を
利
用
し
て
行
楽
地
へ
出
か
け
る
回
数
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
や
無
理
が
取

り
返
し
の
で
き
な
い
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
交
通
３
悪
の
ほ
か
、
黄
色
信
号
で
交
差
点
へ
進
入
す

る
ケ
ー
ス
や
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
追
い
越
し
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
。
中
に
は
赤
信
号
で
突
入
す
る
危
険
な
車
も

見
ら
れ
ま
す
。

　
車
の
運
転
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
「
無
理
な
く

無
駄
な
く
事
故
な
く
」
を
合
言
葉
に
慎
重
な
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

為行罪犯 9999999999999999999944444444444444444444....................8888888888888888888894.8％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％

島牧駐在所に着任した

庭田警部補

３町村の人身事故発生状況
合　　　　　計黒　松　内　町寿　　都　　町島　　牧　　村

負傷数死者数件　数負傷数死者数件　数負傷数死者数件　数負傷数死者数件　数

40028290181009101Ｈ17年

1711511110504101Ｈ18年

2321872513010303Ｈ19年

182124021128302Ｈ20年

14111605715101Ｈ21年

112　6845734046336908合　計

後部席でも着用を！

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
く
て
も
「
後
ろ
の

席
は
安
全
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
事
故
に
遭
う
と
、「
３
つ
の
危
険
」
が
待
っ
て
い

ま
す
。

①
車
内
で
全
身
を
強
打

　
時
速
　
　
で
衝
突
し
た
時
は
、
高
さ
　
ｍ
の
ビ
ル

60
km

14

か
ら
落
ち
る
の
と
同
等
の
衝
撃
が
あ
り
ま
す
。

②
車
外
へ
放
出

　
激
し
い
衝
突
の
時
は
車
外
へ
放
り
出
さ
れ
、
身
体

を
強
打
し
た
り
後
続
車
に
ひ
か
れ
る
な
ど
し
ま
す
。

③
前
席
の
人
に
危
害

　
衝
突
の
勢
い
で
前
方
に
投
げ
出
さ
れ
、
前
席
者
は

シ
ー
ト
と
エ
ア
バ
ッ
グ
に
挟
ま
れ
怪
我
を
し
ま
す
。

兜村内　春 の
　シートベルト着用率
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は転運酒飲

記　録　　死亡事故０の日（６月10日現在）

　　　　　１位　西興部村　5,610日

　　　　　２位　陸別町　　4,714日

　　　　　３位　初山別村　4,221日

　　　　　　・

　　　　　　・

　　　　　16位　島牧村　　2,126日

改　正　　75歳以上の免許更新者は予備検査を受けなけれ

ばなりません。

　　　　　内容などは寿都警察署（電話62－2110）へ問合

せてください。

免許数　　寿都署管内の免許所有者数は4,339人で、その

内、村内では男性575人、女性324人、合計899人

が車の免許証を所有しています。

知っていますか？　行政処分と罰則規定
罰　　　　　　　　　　　則行政処分など

区　　　分 酒類の提供者
車両の同乗者

車両の提供者運　転　者運　転　者

３年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

５年以下の懲役又は
100万円以下の罰金

５年以下の懲役又は
100万円以下の罰金

免許取消　　
違反点数35点

酒酔い運転

２年以下の懲役又は
30万円以下の罰金

３年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

３年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

免許取消　　
違反点数25点

①

酒気帯び運転
免許停止　　
違反点数13点

②

５年以下の懲役又は
100万円以下の罰金

免許取消　　
違反点数35点

麻薬などの運転

３年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

免許取消　　
違反点数25点

過労運転など

（注）前歴及びその他の累積点数がない場合です。
　　　酒気帯び運転の①は、呼気中のアルコール濃度が0.25取／狩以上の時
　　　酒気帯び運転の②は、呼気中のアルコール濃度が0.15取／狩～0.25取／狩未満の時

「
渡
っ
ち
ゃ
え
　
」
　
そ
ん
な
気
持
ち
が
　赤
信
号

中
山
喬
由
君
の
作
品
　

！

飲食店などの皆さん飲食店などの皆さんへへ

　お客さんが車で来店したことを知りながら酒類を提供した場

合、飲食させた側にも責任が生じ、重い罰則が適用されます。

　客などが酒酔い運転した時、３年以下の懲役又は50万円の罰

金。酒気帯び運転した時は２年以下の懲役又は30万円の罰金が

提供した側の責任となります。
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―――――――〈一般会計〉――――――――入歳

老人保健事業

予 算 額 162万2千円　　　　　

収入済額 151万2千円（93.2％）

支出済額 150万2千円（92.6％）

　老人の健康保持と老人福祉の充実を

図ることを目的に、その財源内訳は各

保険者約50％、国が約33％、道・村が約

17％になっています。

　一般会計からの持出し額は1千円です。

介護保険事業

予 算 額 3,358万8千円　　　　　

収入済額 2,405万4万円（71.6％）

支出済額 3,341万円（99.5％）

　介護サービス事業を目的にデイサー

ビス運営委託経費などを計上していま

す。

　一般会計からの持出し額は567万4千

円です。

後期高齢者事業

予 算 額 1,844万2千円　　　　　

収入済額 1,650万円（89.5％）

支出済額 1,832万8千円（99.4％）

　長寿（後期高齢者）医療の事務を処理する

ために設置され、北海道後期高齢者医療広域

連合に対する経費の負担を目的としています。

　この財源は被保険者の保険料と一般会計か

ら1,033万8千円を持ち出して賄っています。

説明又は該当する項目収入率収入済額構成比予算額科　　　目

村民税、固定資産税、軽自動車税など98.51億1,205万円4.81億1,377万1千円村 税

自動車重量税収入額の一部を村道の延長や面積を基準
に交付される自動車重量譲与税、地方道路税の収入額
の一部を村道の延長や面積を基準に交付される地方道
路譲与税があります

1002,424万2千円1.02,424万2千円地方譲与税

預貯金などに課税された税金が一定割合で交付されま
す

10049万4千円049万4千円利子割交付金

道が徴収した配当割の約63％を個人道民税の額に按分
して交付されます

1009万2千円09万2千円配当割交付金

道が徴収した株式等譲渡所得割の約63％を個人道民税
の額に按分して交付されます

1004万円04万円
株式等譲渡
所得割交付金

地方消費税の一部が人口などを基準に交付されます1001,771万5千円0.71,771万5千円
地方消費税
交 付 金

自動車取得税の一部が道路の延長、面積を基準に交付
されます

100502万8千円0.2502万8千円
自動車取得税
交 付 金

恒久的な減税に伴う地方税の減収の一部を補てんする
ため交付されます

100149万8千円0.1149万8千円
地 方 特 例
交 付 金

標準的な財政需要に対して必要な財源が交付されます10013億3,179万1千円55.713億3,179万1千円地方交付税

0001千円
交通安全対策
特別交付金

分担金は特定事業の経費にあてるため、その受益者か
ら徴収する料金。負担金は保育料、老人福祉施設入所
費用など

89.9655万3千円0.3729万1千円
分担金及び
負 担 金

使用料は公営住宅、集会施設使用料など。手数料は戸
籍手数料、生きがい活動支援など

92.12,360万3千円1.12,563万6千円
使用料及び
手 数 料

国が村の行う事務などに対して交付します40.11億2,225万9千円12.83億451万5千円国庫支出金

道が村の行う事務などに対して交付します71.06,073万5千円3.68,557万6千円道 支 出 金

村有地の貸付け・支払い、教員住宅、職員住宅などの
使用料

83.9976万5千円0.51,164万円財 産 収 入

一般寄付や指定寄付（使途を特定しているもの）99.9305万円0.1305万2千円寄 附 金

財源に不足を生じる時に基金（積立金）を取り崩すこ
と

100 200万円0.1 200万円繰 入 金

前年度の残金を翌年度に使用します1002,504万5千円1.02,504万7千円繰 越 金

貸付金の元利収入など91.62億574万円9.42億2,454万8千円諸 収 入

各事業を実施するための借入金00円8.62億590万1千円村 債

81.719億5,170万円10023億8,987万8千円合 計

単位：（％）

 （予算額）　 （収入済額）　 （収入率）

村　民　税 5,483万5千円 5,318万6千円 （97.0％）

固定資産税 4,511万1千円 4,511万2千円 （100％）

軽自動車税 196万6千円 190万7千円 （97.0％）

村たばこ税 1,173万1千円 1,173万2千円 （100％）

入　湯　税 12万8千円 11万3千円 （88.3％）

　　計 1億1,377万1千円 1億1,205万円 （98.5％）

村
税
の

収
入
状
況
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特

別

会

計

国民健康保険事業

予 算 額 9,857万円　　　　　

収入済額 7,653万4千円（77.6％）

支出済額 9,785万5千円（99.3％）

　保険給付費などの負担を受益者である被保

険者の負担（税）で賄っています。

　一般会計からの持出し額は3,066万3千円で

す。

簡易水道事業

予 算 額 1億5,975万7千円　　　　　

収入済額 3,555万9千円（22.3％）

支出済額 8,842万3千円（55.3％）

　村内３カ所に設置している簡易水道及び飲料水供給施設

２カ所の維持管理経費で、財源は水道使用料などで賄われて

います。

　工事費、起債（借金）償還などの補てんは、一般会計から

1億2,471万8千円を持ち出している状況です。

―――――――〈一般会計〉――――――――出
 

歳

公
表
し
ま
す

　
　
　
村
の
家
計
簿

平成21
年度下

半期

　
財
政
状
況
と
諸
施
策
の
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

村
政
発
展
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
毎
年
５
月

（
上
半
期
）
と
　
月
（
下
半
期
）
の
年
２
回
公
表
し
て

11

い
ま
す
。

単位：（％）村債（地方債）の借入れ・償還状況
比　率歳　出　合　計元　利　償　還　金借　入　額年度

18.123億145万2千円4億1,718万8千円1億2,836万9千円19

12.128億8,139万9千円3億4,866万6千円7億3,603万1千円20

10.323億8,987万8千円2億4,499万6千円2億590万1千円21

※　借入額は、その年度に借入れした金額。
　　元利償還金は、その年度に返済する金額。
　　比率は、歳出合計額に占める元利償還金の割合。

主な事業費支出率支出済額構成比予　算　額科　　　目

議員報酬・手当2,277万6千円99.22,824万4千円1.22,846万4千円議 会 費

特別職など給与・手当3億5,378万2千円84.36億7,173万1千円33.37億9,675万9千円総 務 費

介護給付費など5,420万円　83.33億266万2千円15.23億6,317万6千円民 生 費

医薬品5,193万3千円57.72億9万円14.53億4,695万1千円衛 生 費

賀老の滝遊歩道整備2,798万2千円57.97,776万6千円5.61億3,437万6千円農林水産業費

ソーイング島牧貸付金3,800万円91.28,522万6千円3.99,346万6千円商 工 費

除排雪委託業務2,048万7千円60.44,862万6千円3.48,053万2千円土 木 費

広域消防組合負担金1億7,041万7千円99.91億7,041万7千円7.11億7,054万9千円消 防 費

公立学校共済住宅賃貸料545万8千円77.61億26万3千円5.41億2,920万7千円教 育 費

0001千円災害復旧費

起債償還金2億4,499万6千円1002億4,529万2千円10.32億4,539万7千円公 債 費

000100万円予 備 費

80.819億3,031万7千円10023億8,987万8千円合 計

単位：（％）
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ゴミを一掃
各地で清掃に取り組む　　

　島牧を訪れる観光客を気持ちよく迎えイメージ

アップを図ろうと、連休前の４月24日、村内全域

で住民による美化清掃が行われました。

　国道沿いには冬季間に捨てられた空き缶などが

散乱し、海岸線では漂流物などのゴミがいっぱい

溜まっていました。

　住民がナイロン袋を手にしながらゴミを１つひ

とつ拾い集め、美しい村づくりに汗を流していま

した。

５～６年生がサクラマスの
「あぶらヒレのカット」を体験

　小学５～６年生18人が４月30日、漁師や漁協職

員と一緒に、ふ化場でサクラマスの「あぶらヒレ

のカット」を体験しました。

　漁協職員が15尺に育ったサクラマスに麻酔薬を

浸し、ヒレのカットの仕方を実演した後、子供た

ちは１人10匹ずつ、順番にハサミで切り取りまし

た。

　放流後の回帰率がどれ位あるか調査するために

行うもので、今回、ヒレをカットするサクラマス

の数は５万匹だそうです。

ホールインワンも飛び出した
パークゴルフ大会

　パークゴルフ大会が５月22日、14人が参加して

千走山村広場で開催されました。

　村民にパークゴルフの楽しさと、健康づくりに

役立てほしいと願い、教育委員会が実施したもの

です。

　試合は接戦を制した成田正一さんが優勝し、石

崎真生さんがホールインワンを見事に決めまし

た。

　参加者は春の陽射しを受け、気持ちよさそうに

パークゴルフを楽しみながら健康づくりに役立て

ていました。入賞者へは豪華賞品、参加者へは参

加賞が贈られました。

大物狙いの海釣り大会
島牧海岸で開催

　島牧村一帯の海岸を舞台に北海道釣魚連盟主催

の海釣り大会が５月22～23日の両日、約180人が

参加して実施されました。

　表彰式会場となった生活改善センターでは、釣

り上げた大物を計測するたびに歓声が上がり、両

日とも釣日和と釣果に恵まれ、太公望たちを喜ば

せた大会となったようです。

　永豊婦人会では、おにぎりや豚汁、飲み物など

の販売を行って側面から協力していました。

北南西東
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全力疾走と書いてあるバトンを手に喜ぶ子供たち

からリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用ババババババババババババババババババババトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン届く
　　　早速、運動会で使用稲葉

選手

　北海道日本ハムファイターズの稲葉選手から５月21

日、リレー用バトン１セット（８本）が島牧小学校へ

寄贈されました。

　稲葉選手は、第２の故郷である北海道に恩返しした

いと、地域還元活動の一環として届けたものです。

　バトンは、アルミ合金製でカラフル。道内の小学校

約1,300校すべてに５か年かけて届けられる計画です。

　　　メッセージ　　　鞍 杏庵 鞍 杏庵

　リレーは皆で力を合わせて、ひとつのバトンを 繋 い
つな

でゴールを目指す競技です。私は、野球を通じて皆で

力を合わせることの素晴らしさ、そしてそこから生み

出される力の 凄 さというものを、様々な場面で経験し
すご

てきました。

　一人ひとりの力は小さいかもしれませんが、リレー

のように力を合わせて、心を繋いでいけば、“より良

い明日の北海道、そして明るい社会の創造”というゴ

ール（目標）に必ず 辿 りつけると、私は信じていま
たど

す。このバトンに触れたときに、私はそんな想いが、

皆さんに伝われば本当に幸せなことです。

髙

島

選

手

華
や
か
デ
ビ
ュ

華
や
か
デ
ビ
ュ
ーー

　
こ
の
春
に
日
本
体
育
大
学
を
卒
業
し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
就
職
し
た
髙

島
雅
彦
さ
ん
（
字
千
走
出
身
）
が
４
月
　
日
実
施
さ
れ
た
バ
ド
ミ
ン
ト

24

ン
北
海
道
実
業
団
選
手
権
で
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
。

　
社
会
人
初
と
な
る
大
会
な
が
ら
単
複
の
３
試
合
に
出
場
し
、
パ
ワ
ー

で
相
手
を
ね
じ
伏
せ
、
３
試
合
と
も
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し
て
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
連
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
子
供
の
頃
か
ら
の
活
躍
が
目
覚
し
く
、
札
幌
第
一
高
校
時
代
は
高
校

総
体
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
、
日
体
大
で
は
イ
ン
カ
レ
（
大
学
対
抗
）
の

ダ
ブ
ル
ス
３
位
の
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

各種スポーツ大会の成績（敬称略）

○　わんぱく相撲（岩内町４/25）

　優　勝　　藤井　甚平　　４年生の部

　優　勝　　藤井廉太郎　　５年生の部

　　　　　（全国大会出場へ）

○　後志小学生バレーボール大会（４/29）

　準優勝　　島牧フィッシュ

○　小学生バドミントン選手権大会（５/３）

　５　位　　中山　幸次　　５～６年生の部

　　　　　（全道大会出場へ）

○　全後志地区少年柔道大会（小樽市５/９）

　３　位　　藤田美優香　　小学女子３年

　準優勝　　藤井　甚平　　小学男子４年

　３　位　　阿部　啓二　　中学男子66手

バドミントン
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柴山ミネ子さん 長尾フミさん

長

寿

万

歳

　
こ
の
度
、
内
藤
　
キ
ヌ
さ
ん
（
歌
島：

大
正
　
年
４
月
　

11

11

日
生
）
、
柴
山
ミ
ネ
子
さ
ん
（
泊：

大
正
　
年
４
月
　
日

11

13

生
）
、
長
尾
　
フ
ミ
さ
ん
（
栄
磯：

大
正
　
年
５
月
　
日

11

18

生
）
の
３
人
が
米
寿
（
　
歳
）
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

88

　
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
祝
い
と
し
て
長
寿
者

慶
祝
金
が
村
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
趣
味
や
楽
し
み
を
生
か
し
な
が
ら
健
康
に
留

意
さ
れ
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

内藤キヌさん

ご

瑞
宝
単
光
章
を
受

　
瑞
宝
単
光
章
を
受
章章

川
岸
一
次
 さ
ん

　
永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
し
、
災
害
時
に
は
率
先
し
た

出
動
や
冷
静
沈
着
な
指
揮
な
ど
の
任
務
が
評
価
さ
れ
、
川
岸
一
次

さ
ん
（
字
永
豊
町
　
　
歳
）
へ
瑞
宝
単
光
章
が
村
長
か
ら
５
月
　

76

28

日
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
岸
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
西
島
牧
村
消
防
団
に
入
団
、
平
成
　

30

16

年
の
退
団
に
至
る
ま
で
の
　
年
有
余
に
わ
た
り
、
日
夜
消
防
業
務

48

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　
火
災
予
防
思
想
の
普
及
、
消
防
施
設
の
充
実
強
化
に
力
を
入
れ

る
な
ど
、
地
域
の
安
全
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
業
務
　
年
48
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従
来
型
の
う
つ
病
は
、
極
端
に
几
帳
面
で
ま
じ
め
で
責
任

感
が
強
く
、
仕
事
熱
心
な
タ
イ
プ
の
方
が
な
り
や
す
い
病
気

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
う
つ
の
常
識
が
近
年
崩
れ
始
め
て
い
る

の
が
　
代
か
ら
　
代
の
若
年
層
に
多
い
「
現
代
型
」
「
デ
ィ

10

30

ス
チ
ミ
ア
親
和
型
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
う
つ
病
で
す
。

　
こ
の
タ
イ
プ
の
人
は
、
そ
も
そ
も
頑
張
る
こ
と
や
努
力
す

る
こ
と
に
消
極
的
で
無
気
力
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
毎
朝
同

じ
時
間
に
起
き
た
り
、
毎
日
会
社
に
行
く
な
ど
社
会
人
と
し

て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
う

つ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
苦
手
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注

意
に
も
憂
う
つ
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
会
社
が
悪
い
」

「
上
司
が
悪
い
」
「
親
が
悪
い
」
と
い
う
考
え
方
を
し
が
ち

で
、
周
り
を
責
め
る
こ
と
で
 苛
  立
 ち
と
憂
う
つ
を
深
め
て
い

い
ら
 
だ

き
、
結
果
的
に
自
分
を
苦
し
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
う
つ
を
持
つ
人
に
感
情
的
に
接
す

る
の
は
危
険
で
す
。
ま
た
、
一
般
的
に
、
こ
の
タ
イ
プ
の
人

を
長
期
に
休
ま
せ
て
「
ひ
き
こ
も
り
状
態
」
に
さ
せ
て
し
ま

う
と
、
ま
す
ま
す
悪
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
き
ち
ん
と
受
診
を
さ
せ
る
こ
と
や
本
人
が
で
き
そ
う
な
仕

事
を
与
え
、
で
き
た
ら
評
価
し
着
実
に
成
長
さ
せ
る
な
ど
の

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ど
の
タ

イ
プ
の
う
つ
な
の
か
専
門
の
医
療
機
関
に
受
診
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

水洗化…村内の取組み
普及率

は道内
で最下

位

　
な
お
、
浄
化
槽
を
希
望
し
な
い
家
庭

は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
汲
取
り
方
式
が

継
続
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
は
現
地
調
査
や
住
民
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

　
村
内
の
水
洗
化
ト
イ
レ
の
取
組
み

は
、
全
道
的
に
見
る
と
最
下
位
で
普
及

率
は
５
％
程
度
と
整
備
が
非
常
に
遅
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
村
で
検
討
し
て
い
る
合
併
浄

化
槽
整
備
は
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
少

な
く
比
較
的
簡
単
に
導
入
が
可
能
で
あ

る
た
め
、
概
に
新
築
さ
れ
る
方
の
大
半

が
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
仕
組
み
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
と
お
り
浄

化
槽
本
体
が
幾
つ
か
の
槽
に
分
か
れ
て

お
り
、
最
終
的
に
微
生
物
が
汚
水
に
含

ま
れ
る
有
機
物
を
分
解
し
、
き
れ
い
な

水
に
変
え
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
回
答
者
５

５
９
世
帯
中
、
約
１
割
の
　
世
帯
が
設

60

置
を
希
望
し
て
お
り
、
住
宅
改
修
費
用

の
補
助
な
ど
条
件
に
よ
っ
て
は
設
置
を

希
望
す
る
と
い
う
方
を
含
め
る
と
２
１

５
世
帯
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
公
営
住

宅
な
ど
を
含
め
る
と
３
５
０
世
帯
に
な

り
ま
す
。

　
村
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
間

23

16

を
計
画
期
間
と
定
め
、
前
期
８
年
間
で

約
　
％
の
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

70
　
浄
化
槽
設
置
の
費
用
は
国
の
補
助
制

度
を
活
用
し
ま
す
が
、
住
民
が
行
う
住

宅
改
修
は
多
額
の
負
担
を
必
要
と
す
る

た
め
、
村
は
補
助
制
度
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
浄
化
槽
設
置
後
は
村
が
一
括
し
て
維

持
管
理
を
行
い
、
（
電
気
代
は
自
己
負

担
と
し
ま
す
。
）
浄
化
槽
使
用
料
を
負

担
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅

『
現
代
型
う
つ
病
』
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ふ
る
さ
と
は
ど
こ

白
石
　
敏
男

　
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
は
い
う
。

　
「
わ
た
し
ぃ
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
葛
飾
柴

又
で
す
。
帝
釈
天
で
産
湯
を
つ
か
い
、
姓
は

車
、
名
は
寅
次
郎
。
人
呼
ん
で
フ
ー
テ
ン
の

寅
と
発
し
ま
す
。
」
気
に
い
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ぷ
い
っ
と
ト
ラ
ン
ク
ひ
と
つ
持
っ

て
出
か
け
、
ほ
と
ぼ
り
が
さ
め
た
頃
「
お
っ

ち
ゃ
ん
、
達
者
で
い
た
か
い
」
と
、
な
に
く

わ
ぬ
顔
で
も
ど
っ
て
く
る
。
寅
さ
ん
は
、
出

身
も
ふ
る
さ
と
も
葛
飾
柴
又
だ
っ
た
。

　
私
は
札
幌
で
生
ま
れ
、
終
戦
に
な
る
昭
和

二
十
年
の
春
に
母
の
実
家
が
あ
る
漁
村
に
疎

開
し
た
。
八
歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら

二
十
三
歳
に
な
る
ま
で
の
十
五
年
間
を
村
で

過
ご
し
た
。

　
村
で
の
生
活
は
、
童
謡
の
「
ふ
る
さ
と
」

に
あ
る
歌
詞
と
同
じ
だ
っ
た
が
、 懐
 か
し
さ

な
つ

と
と
も
に
慣
れ
な
い
田
舎
の
暮
ら
し
に
い
つ

も
緊
張
し
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

　
疎
開
し
て
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
は
強
い
 訛
 

な
ま

り
と
方
言
の
混
じ
る
浜
弁
は
、
外
国
語
の
よ

う
で
う
ま
く
聞
き
と
れ
な
か
っ
た
。
こ
っ
ち

か
ら
声
を
か
け
る
と
相
手
も
聞
き
慣
れ
な
い

の
だ
ろ
う
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
っ
て
い
る
ば
か
り

で
遊
ん
で
も
ら
え
ず
、
黙
っ
て
見
て
い
る
し

か
な
か
っ
た
。

　
た
ま
に
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
よ
ろ
こ
ん

で
い
る
と
、
思
い
が
け
な
い
意
地
悪
を
さ
れ

た
。
海
辺
で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
履
物
を
砂

浜
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
分
ら
な
く
な
っ
た

こ
と
や
、
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
と
だ
ま
さ
れ

て
、
ウ
ニ
の
殻
を
粉
に
し
た
の
を
食
わ
さ
れ

た
。
　
よ
う
や
く
一
緒
に
遊
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
夏
の
盛
り
だ
っ
た
。
六
月
末

か
ら
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
海
で
泳
ぐ
。
み
ん

な
は
日
に
焼
け
て
黒
く
な
る
だ
け
な
の
に
、

私
は
三
十
分
も
太
陽
に
肌
を
さ
ら
す
と
、
体

中
が
 火
傷
 を
し
た
よ
う
に
真
っ
赤
に
な
っ
て

や
け
ど

水
ぶ
く
れ
が
で
き
、
夜
は
痛
く
て
眠
れ
な
か

っ
た
。
水
ぶ
く
れ
が
治
る
と
体
中
の
皮
が
全

部
む
け
た
。
今
で
も
背
中
じ
ゅ
う
に
シ
ミ
が

残
っ
て
い
る
。

　
海
は
水
が
澄
ん
で
い
て
、
一
メ
ー
ト
ル
以

上
の
深
さ
で
も
、
砂
の
な
か
に
カ
レ
イ
が
隠

れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
そ
れ
を
竹
の
棒
に

五
寸
釘
を
縛
り
つ
け
た
ヤ
ス
で
突
い
て
と

る
。
岩
場
で
は
 膝
 く
ら
い
の
深
さ
に
あ
る
大

ひ
ざ

き
め
の
石
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
、
ア
ワ
ビ
や

ウ
ニ
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
た
。

　
村
の
人
た
ち
は
海
に
い
る
の
が
魚
で
、
川

魚
は
ザ
コ
と
い
っ
て
獲
ら
な
い
の
で
、
川
で

イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
ベ
が
た
く
さ
ん
釣
れ
た
。

　
秋
に
な
る
と
産
卵
す
る
ホ
ッ
ケ
や
サ
バ
が

海
岸
近
く
ま
で
寄
っ
て
く
る
。
物
干
し
竿
に

十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
糸
を
縛
り
、
そ
の
さ
き

に
針
を
つ
け
て
 掴
 ま
え
た
イ
ワ
シ
を
引
っ
か

つ
か

け
、
海
に
投
げ
込
む
と
面
白
い
よ
う
に
釣
れ

た
。
た
ま
に
イ
ワ
シ
を
追
っ
て
勢
い
余
っ
た

ホ
ッ
ケ
や
サ
バ
が
岸
ま
で
跳
ね
上
が
っ
て
く

る
の
を
 手
  掴
 み
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

て
 
づ
か

　
十
一
月
こ
ろ
鮭
が
川
を
 遡
 っ
て
く
る
。
冷

さ
か
の
ぼ

た
い
水
の
中
を
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
追
い
廻

し
掴
ま
え
た
。
密
漁
な
の
だ
が
、
誰
も
何
も

い
わ
な
か
っ
た
。

　
野
う
さ
ぎ
は
植
林
し
た
若
木
を
食
べ
る
の

で
、
害
獣
と
し
て
捕
獲
を
奨
励
し
て
い
た
。

雪
が
降
る
と
足
跡
を
追
っ
て
 笹
  薮
 に
針
金
の

さ
さ
 や
ぶ

 罠
 を
か
け
る
。
捕
ま
え
る
と
営
林
署
に
後
足

わ
なを

持
っ
て
い
き
、
報
奨
金
を
も
ら
う
。
皮
は

商
売
人
が
買
い
取
っ
て
く
れ
た
。
肉
は
貴
重

な
 蛋
  白
  源
 だ
っ
た
。

た
ん
 ぱ
く
 げ
ん

　
山
や
海
は
遊
び
に
行
く
と
い
う
よ
り
も
、

四
季
折
々
に
竹
の
子
や
キ
ノ
コ
を
と
り
、
魚

を
釣
る
な
ど
食
べ
も
の
を
調
達
す
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
子
ど
も
で
も
た
く
さ
ん
獲
れ
る

の
で
面
白
か
っ
た
。

　
当
時
ま
わ
り
は
誰
も
が
貧
し
い
の
で
、
み

じ
め
さ
は
感
じ
な
い
で
す
ん
だ
。
村
の
人
た

ち
は
、
魚
や
野
菜
が
と
れ
る
と
い
つ
も
「
持

っ
て
け
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

　
楽
し
み
と
言
え
ば
、
村
の
若
者
は
青
年
団

に
参
加
し
て
、
村
の
行
事
に
協
力
す
る
。
盆

の
二
日
前
に
あ
る
夏
祭
り
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
担
ぐ
樽
み
こ
し
や
、
山
車
に
載
せ
る
飾

り
を
準
備
し
、
当
日
は
山
車
を
繰
り
出
し
て

村
中
を
練
り
歩
き
ご
祝
儀
を
も
ら
う
。
そ
れ

が
終
わ
り
、
夜
は
神
社
の
境
内
で
映
画
会
を

や
る
。
暮
れ
に
な
る
と
、
正
月
の
四
日
か
五

日
に
行
う
演
芸
会
の
練
習
が
始
ま
る
。
出
し

物
が
多
く
て
二
日
間
に
わ
た
っ
た
年
も
あ
っ

た
。
帰
省
し
て
い
る
若
者
の
飛
び
入
り
も
あ

っ
て
華
や
か
だ
っ
た
。
い
ま
は
若
者
や
子
ど

も
が
少
な
く
な
っ
て
、
催
し
も
の
に
参
加
す

る
人
が
い
な
い
と
い
う
。

　
「
ふ
る
さ
と
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ

ろ
」
と
あ
る
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
と
育
っ
た

と
こ
ろ
が
違
う
人
は
多
い
。
村
の
子
ど
も
た

ち
は
進
学
先
や
就
職
先
が
な
い
の
で
中
学
を

卒
業
す
る
と
、
す
ぐ
村
か
ら
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
ふ
る
さ
と
よ
り
も
ほ
か
の
土
地
で
の
生

活
が
は
る
か
に
長
く
な
っ
て
い
る
。

　
村
の
出
身
者
が
集
う
在
札
ふ
る
さ
と
会

は
、
毎
年
一
月
に
総
会
と
新
年
会
を
催
す
。

そ
こ
に
は
生
え
抜
き
の
出
身
者
ば
か
り
で
な

く
、
私
の
よ
う
な
者
や
学
校
の
先
生
な
ど
、

転
勤
で
村
と
関
わ
り
が
で
き
た
人
た
ち
も
た

く
さ
ん
参
加
す
る
。

　
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
だ
が
 懐
 か
し
い
思
い
出

な
つ

と
、
近
況
を
語
り
合
う
た
め
に
集
ま
っ
て
く

る
。
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
村

は
、
一
九
九
三
年
七
月
の
南
西
沖
地
震
で
海

岸
線
が
侵
食
さ
れ
、
波
打
ち
際
が
道
路
の
す

ぐ
そ
ば
ま
で
き
て
い
る
。
い
ま
は
ほ
と
ん
ど

防
波
堤
で
囲
わ
れ
て
、
 風
光
  明
  媚
 を
 謳
 っ
て

ふ
う
こ
う
 め
い
 
び
 

う
た

い
た
景
色
が
少
な
く
な
り
、
山
や
海
を
走
り

回
っ
て
い
た
こ
ろ
の
美
し
い
風
景
は
、
い
ま

で
は
心
に
残
る
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
は
、
ど
こ
で
す
か
」
聞
か
れ

た
ら
、
寅
さ
ん
の
よ
う
に
仁
義
を
切
る
。

　
「
わ
た
し
ぃ
、
生
ま
れ
は
札
幌
で
す
。 年
 

と
し

 端
 も
ゆ
か
ぬ
ガ
キ
の
こ
ろ
、
と
ん
と
ん
と
下

はり
ま
し
た
る
そ
の
先
は
、
波
の
花
咲
く
日
本

海
。
陸
の
孤
島
は
島
牧
の
、
そ
の
荒
磯
で
 身
 
み

 過
 ぎ
し
て
、
そ
の
あ
と
戻
り
し
札
幌
の
、
街

すの
は
ず
れ
に
終
の
宿
、
長
年
暮
ら
す
流
れ
者

で
す
。
」

　
勤
め
て
い
た
こ
ろ
は
、
わ
か
り
や
す
い
の

で
札
幌
を
ふ
る
さ
と
と
い
っ
て
い
た
。
こ
の

ご
ろ
は
、
ま
だ
兄
が
住
ん
で
い
て
父
母
の
墓

が
あ
る
村
を
、
ふ
る
さ
と
と
い
う
こ
と
も
多

い
。

（
札
幌
随
筆
人
ク
ラ
ブ
会
員

　
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ

　
二
〇
〇
四
年
ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
入
選
者
）
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年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金のののののののののののののののののののの年金の窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

障害者手帳を交付された皆さんへ

　国民年金・厚生年金保険の障害年金は、障害の程度により一定の要件を満たし

ていると受け取けることができます。

障害基礎年金・障害厚生年金の受給要件

　次の要件を全て満たしている事が必要です。

○国民年金又は厚生年金加入期間である間に、障害の原因となった傷病の初診日

があること。

　（20歳前や年金加入者でなくなった後でも60歳以上65歳未満で国内に住んでい

る間に初診日がある時も含みます。）

○障害認定日（初診日から１年６ケ月を経過した日、又は１年６ケ月以内に症状

が固定した日）において、国民年金・厚生年金の障害等級に該当していること。

○保険料の納付要件を満たしていること。

※障害者手帳の障害等級と国民年金・厚生年金障害等級では、判断基準が異なるため、手

帳の交付を受けられても障害年金の障害程度には該当しないこともあります。

　他の年金との調整などがある場合もありますので、詳しくは最寄りの年金事務所にご

相談ください。

ご
存
知
で
す
か
？
「
国
民
年
金
基
金

ご
存
知
で
す
か
？
「
国
民
年
金
基
金
」」

　札幌国税局では税務職員を募

集しています。

１．受験資格

平成元年４月２日～平成５年

４月１日生まれの者

２．試験の程度

　高等学校卒業程度

３．申込期間

　６月22日～６月29日

４．申込先

　人事院北海道事務局

　011－241－1248

５．試験日

　９月５日

税務職員募集

　女性固有の心身の悩み（不妊

など妊娠に関すること、出産、

子育て、更年期の悩み）や思春

期の性感染症など、女性の健康

上の幅広い相談に応じます。

相談日（倶知安保健所）

　７月20日、８月17日、

　９月21日、10月19日

　時間　13時30分～16時

電話番号

　0136－23－1958へ

相談日の１週間前までに申込み

ください。

女性の健康サポートセンター

１．受験資格
昭和53年４年２日～平成５年
４月１日生まれの者
２．試験の程度
　高等学校及び大学卒業
（平成23年度の大学卒業見込
者を含む）
３．申込期間
　８月４日～８月25日
４．問合せ先
　寿都警察署
　電話　62－2110
５．試験日
　９月19日

警察官採用試験

７月７・14・21・28日
８月４・11・18・25日
初回の相談は無料　事前予約制
予約受付時間　10時～16時
電話　0135－62－8373
場所／岩内町高台84－３

（佐藤精肉店となり）

弁護士相談

　防犯から身を守るために必要
な「こどもに対する声かけ事案」
や「犯罪の発生・防犯対策」な
どを電子メールで皆さんのパソ
コンや携帯電話に
リアルタイムにお
知らせしています。

ほくとくん防犯メール

　美しい緑豊かな街づくりや森林
整備などを目的に「緑の募金」を
実施した結果、皆様から心温まる
33,955円の募金がありました。
　ご協力ありがとうございます。
　　小学校　　　6,934円
　　中学校　　　5,365円
　　慈光園　　　5,000円
　　柏光園　　　5,000円
　　役　場　　　11,656円

（産業課農林係）

緑の募金ありがとう

　「不正軽油」とは、軽油に灯油
や重油などを混ぜた「混和軽油」
や軽油以外の石油製品を混ぜ合わ
せた「製造軽油」などをいいます。
　不正軽油をトラックなどの燃料
用として販売又は使用しますと、
軽油取引税の脱税行為となりま
す。また、これらの不正軽油は、
排気ガス中のPM（粒子状物質）や
NOx（窒素酸化物）を増加させる
ため、大気汚染の原因となり、自
然環境に悪影響を及ぼします。
　北海道では、７月を「不正軽油
防止強化月間」とし、不正軽油を
「作らない」「売らない」「買わな
い」「使わない」を合言葉に不正軽
油撲滅の取組みを強化します。
　不正軽油に関する情報は、
不正軽油110番（通話料無料）
0800－8002－110
または、後志総合振興局税務課
0136－23－1336までご連絡くださ
い。

７月は不正軽油防止強化月間

　
国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
の
受
取
る
国
民
年
金
（
老
齢
基

礎
年
金
）
の
不
足
分
を
補
う
た
め
の
上
乗
せ
と
し
て
創
設
さ

れ
た
公
的
な
年
金
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
国
民
年
金
基
金

（
電
話
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

く ら し の ガ イく ら し の ガ イ ドド



24日　村内美化清掃

27日　村議会臨時会

10日　例月出納検査

14日　南部後志正副議長会総会

21日　商工会総会

23日　休日診療

23日　北海道釣魚連大会表彰式

29日　中学校体育大会

３日　交通安全推進委員会総会

９日　財務行政懇話会

11日　移動献血

13日　小学校運動会

15日　議会運営委員会

わが家の

お姫様

 車谷 　 夏  音 ちゃん
くるまや なつ ね

栄磯／車谷俊和・智美さんの

お子さん

（平成17年12月７日生）

　保育所に行く
様になってから、 
毎日の出来事を話 
す様になりました。 
最近は妹の面倒も
上手に見てくれます。

姉や妹と違いマイペー
スだけど、三姉妹の中で

一番優しさが有ります。こ
れからも元気に育って欲し
いです。　　　　　　(智美)

●発行／島牧村　●編集／企画情報課企画係（℡0136-75-6212 内線21）　　　　

〒048-0621 北海道島牧郡島牧村字泊83番地　●印刷／株式会社総北海 札幌支社

平成22年６～７月号

No.497しままき広
報

自然環境へのやさしさを考え、
大豆インキを使用しています。

一般・違反講習
　７月20日(火)　８月17日(火)   
　一　般　者　13:00～14:00
　違　反　者　14:15～16:15

優良・初回講習
　７月23日（金）　８月20日（金）
　優　良　者　13:00～13:30
　初回更新者　14:00～16:00

更新時講習

　寿都町文化センター
運
 転
 免
 許 岩内自動車学校   0135－62－1328

八雲自動車学校 双 0137－63－2111

　７月22日(木)　８月26日(木)

　９月30日(木)　10月28日(木)

高齢者講習

（70歳以上・事前予約制）

交通安全はみんなの願い

達成2116日平成22年

５月31日現在

死亡交通事故

０の日

 花
  待
 た
ず
 逝
 く
 兄
  旅
 の
 安
 ら
か
に
 

渡
辺
　
チ
エ

は
な
 ま
 

ゆ
 

あ
に
 た
び
 

や
す

 忍
 び
 咲
 く
シ
ラ
ネ
 葵
 に
 和
 の
 心
  

長
谷
川
み
つ
ゑ

し
の
 

さ
 

あ
お
い
 

わ
 

こ
こ
ろ

 豊
  不
  作
  懸
  念
 を
し
つ
つ
 種
 を
 蒔
 く
 

佐
々
木
草
心

ほ
う
 
ふ
 
さ
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け
 
ね
ん
 

た
ね
 

ま

 五
  月
  雨
 の
 煙
 る
 木
  立
 や
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速
  路
  

白
石
　
眞
子

さ
 

み
 
だ
れ
 

け
む
 

こ
 
だ
ち
 

こ
う
そ
く
 

ろ

 竿
 を
 振
 る
 一
刻
  無
  心
  霧
 の
 海
  

　
白
石
　
一
男

さ
お
 

ふ
 

ひ
と
と
き
 

む
 
し
ん
 き
り
 

う
み

俳俳

句句

島
牧
荒
磯
吟
社

４
月

５
月

４月16日～６月15日

６
月

（４月16日～６月15日住民係受付分・敬称略）

■たんじょう …………………………………………

　22.４.15　石井　 夢  水 　……　栄磯
ゆ み

　（石井茂幸・朋美のお子さん）

　22.５.９　木村　 心  菜 　……　江ノ島
ここ な

　（木村一行・千恵子のお子さん）

　22.５.12　古名　 茉  菜 　……　豊浜
ま な

　（古名司・宰香のお子さん）

　22.６.９　佐藤　一治　……　元町
　（佐藤清治・美鈴のお子さん）

■おしあわせに ………………………………………
　　22.５.27　藤田　和治蒋……　元町　　　　　　　増田あゆみ　……　栄浜

■おくやみ ……………………………………………
　22.５.５　山端　キソ（90歳) ……　豊浜
　22.５.５　能登　ハツ（87歳) ……　歌島
　22.５.14　澁谷　　操（89歳) ……　歌島
　22.６.７　千葉　保次（77歳) ……　泊

（５月31日現在）

■人　口 ………………………………………………
1,901人（前月比△３人）

男：　903人（前月比　１人）
女：　998人（前月比△４人）

■世帯数 ………………………………………………
939戸（前月比　１戸）


